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第50回
南房総白浜海女まつり

7月20日に行われた海女まつり。
70人の海女さんが、たいまつを
手に夜の海に入ると、幻想的な光
が海面に浮かびます。

広域ごみ処理施設の整備に向けた 
　基本計画策定および環境アセスに着手
８月21日から総合検診が始まります
市政懇談会を開催します
児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費等
　助成事業の手続きは 8月中に
「百字で伝える私の想い」募集
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　建設予定地について

　広域ごみ処理施設の建設が予定されている場所は、千倉町大貫地区内で、国道128号の稲（九

重）交差点からグリーンラインを白浜方面へ概ね５km南下した道路東側の山林になります。安房

広域市町村圏事務組合では山林を造成し、同一敷地内に熱回収施設（焼却施設）、マテリアルリサ

イクル施設、最終処分場の３つの施設を併設することで計画を進めます。

　施設は環境基準を満たすことはもとより、さらに厳しい自主基準を定めるなど周辺地域に配慮

しながら、最新施設にふさわしい性能や設備を導入していきます。

①熱回収施設（焼却施設）

　 処理能力は１日最大170ｔで計画していま

す。焼却で発生する余熱で発電も行います。

② マテリアルリサイクル施設（再資源化を行う

施設）

　 びん、缶、ペットボトルなどの資源化を行

うほか、粗大ごみ、不燃ごみから分別され

る鉄やアルミなどの資源化も行います。

③ 最終処分場（焼却で発生した灰などを埋める

施設）

　 コンクリートピット（槽）により堅固な構造としていきます。またクローズド型といわれる建屋

式を採用することで風雨にさらされずに安定した埋め立てを行います。

④ 中継施設（安房地域北東部（鴨川市）・安房地域北西部（内房地域））

　 熱回収施設（焼却施設）は安房地域の南東に位置しているため、地域の北東に位置する鴨川市、

北西に位置する内房地域の２か所に中継施設を設置し収集効率を向上させます。各中継施設に

収集されたごみは、大型の運搬車両に積み替えられて処理施設まで輸送し処理されます。

　今年度より焼却施設のごみ処理方式を決定する予定となっており、関連施設の基本計画の策定、

環境影響調査、建設予定地の測量などを順次実施し、平成32年度の竣工を目標にしています。

　事業の進み具合は随時、皆さんにお知らせしていきます。

 

　安房郡市広域市町村圏事務組合　環境施設整備推進室　☎22-5633

　広域ごみ処理施設建設のスケジュール

　計画されている広域ごみ処理施設について

平成２６年度 平成２7年度 平成２8年度 平成２9年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

施設基本計画・
環境影響評価

土地造成工事

施設建設工事
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　館山市、鴨川市、南房総市、鋸南町の３市１町で構成する安房郡市広域市町村圏事務組合（理事

長・金丸謙一館山市長）は、広域ごみ処理施設の建設予定地となる千倉町大貫区と基本協定を締結

し、施設整備に向けた計画の検討と環境などの調査に着手しました。

　ごみ処理の広域化とは、今日まで各自治体お

よび一部事務組合で個々に行っていたごみ処理

を安房地域で一本化して処理するための「広域

ごみ処理施設」の整備を進めるものです。

　施設が統合されることによりダイオキシン

類などのごみ焼却にともなう有害物質の環境

対策への充実が図れるほか、建設費や維持管

理費を含めた費用の削減が見込まれます。ま

た、ごみ焼却にともない発生する余熱を発電などにも有効利用することができます。

　全国的に多くの自治体で検討されているごみ処理の広域化ですが、県内では夷隅郡市広域市町

村圏事務組合および東総広域市町村圏事務組合で同様に建設に向けた事業に着手しているほか、

君津地域４市では、木更津市で共同ごみ処理を行っています。

　ごみ処理広域化事業には環境省の循環型社会形成推進交付金を活用し実施しています。

　各自治体および一部事務組合で管理しているごみ処理施設も長期間の運用により老朽化が進み、

新しいごみ処理施設への更新が必要な時期です。

　ごみ処理の広域化とは

　安房地域のごみ処理施設の現状について

市町村等名 館山市 鴨川市 鋸南地区環境衛生組合

施 設 名 館山市清掃センター 鴨川清掃センター 大谷クリーンセンター

稼 働 開 始 昭和59年10月 昭和61年 4月 昭和58年 4月

稼 働 年 数 30年 28年 31年

※白浜清掃センター、千倉清掃センターは休止しています。

安房郡市広域市町村圏事務組合　

広域ごみ処理施設の整備に向けた
基本計画策定および環境アセスに着手
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健康管理のため
検診を受けましょう

胃がん検診　前立腺がん検診　肝炎ウイルス検診―

健康保険の種類によって対象者が決められている健診

健康保険の種類に関係なく受けられる健診（検診）

平成26年度　総合検診の日程 受付時間　午前７時から午前９時まで

検診が始まります

・どの地区でも受診可能です。他地区で受診する場合でも、連絡は不要です。
・転居などで、通知が届かない場合は、健康支援課に連絡してください。

※生活保護を受給している４０歳以上の人で、健康診査（血液検査）を希望する場合は、お問い合わせください。

※1　41歳から75歳までの人で、平成14年度から平成25年度に肝炎ウイルス検診を実施していない人も対象です。
※2　肝炎ウイルス検診対象者のうち、40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の人は無料です。

健診の種類 対　象　者 料　　金 健診内容

特定健康診査 40 歳から 74 歳までの
南房総市国民健康保険加入者 600 円 身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、

医師の診察など

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療制度加入者 無　料 身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、
医師の診察など

健診（検診）の種類 対　象　者 料　　金 健診（検診）内容

結核・肺がん検診 40 歳以上の人 無　料 胸部エックス線検査
＊総合検診会場以外に地区を回ります。

胃がん検診 40 歳以上の人 1,000 円 バリウムによるエックス線検査

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 400 円 PSA検査（血液検査）

肝炎ウイルス検診 40 歳の人  ※ 1 500 円　※ 2 C型肝炎抗体・B型肝炎抗原検査（血液検査）

と　き 対象地区 ところ
8月21日（木） 白間津、大川、千田、平磯

千倉保健
センター

22日（金） 川口、忽戸、蓮台枝、平舘
26日（火） 寺庭、北千倉、谷津
27日（水） 南千倉、岡瀬田、大貫、川戸、宇田、上瀬戸
28日（木） 下瀬戸、椎木原
29日（金） 牧田、白子、川合、久保

9月 2日（火） 乙浜、塩浦、名倉、原、小戸
白浜
フローラル
ホール

3日（水） 下沢、青木、島崎
4日（木） 東横渚、西横渚、川下
5日（金） 本郷、砂取、根本
9日（火） 南無谷、豊岡

とみうら
元気倶楽部

10日（水） 原岡
11日（木） 多田良、青木
12日（金） 深名、福澤、宮本、大津、手取、居倉、丹生

と　き 対象地区 ところ
9月16日（火） 花園、柴、和田 和田

地域福祉
センター
（やすらぎ）

17日（水） 仁我浦、小浦、真浦、白渚
18日（木） 下三原、中三原、松田、海発
19日（金） 沼、小川、下区、中区、上区
22日（月） 久枝、市部 富山

ふれあい
スポーツ
センター

24日（水） 竹内、高崎、小浦
25日（木） 平久里中、山田、荒川、井川、二部、検儀谷
26日（金） 合戸、宮谷、吉沢、平久里下、犬掛

30日（火） 丸山平塚、大井、御子神、川谷、石堂原、
宮下、石堂、石神、西原 丸山公民館

および丸山
児童体育館

10月1日（水） 珠師ケ谷、小戸、岩糸、丸本郷、前田
2日（木） 真野、加茂、古川、沓見
3日（金） 白子、安馬谷、峰
8日（水） 増間、上滝田、下滝田、千代、三坂、上堀

三芳
保健福祉
センター

9日（木） 下堀、川田、明石、本織、府中
10日（金） 池之内、中、御庄、山名、大学口、山下
12日（日） 谷向、海老敷

※丸山地区は、丸山体育館が改修工事のため、今年は、「丸山公
民館および丸山児童体育館」で実施します。
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８月２1日（木）から総合
―特定健康診査　後期高齢者健康診査　結核・肺がん検診

　施設に入所中の人や、人間ドックの助成を受け

る人などを除いた対象者全員に個人票などを郵送

しました。

　特定健康診査は医療保険者の義務として実施さ

れるため、市の国民健康保険以外の医療保険（協会

けんぽ、組合健保、共済組合、国保組合など）に加

入している人は対象になりません。実施方法など

の詳細は、ご加入の医療保険に確認してください。

　過年度に特定健診を受けない理由を報告してあ

る場合、個人票が送付されない場合があります。

受診を希望する場合は、健康支援課まで再度申し

込んでください。

　長寿（後期高齢者）医療制度加入者のうち、昨年

度に健康診査を受診している人に個人票などを送

付します。

　昨年度、特定健康診査もしくは後期高齢者健康

診査を受けていない人で、健康診査の受診を希望

する人は、健康支援課まで申し込んでください。

ただし、生活習慣病などで治療や検査を受けてい

る人は、対象外です、（主治医の勧めがあれば受診

することは可能です。）

申込期限　8月20日（水）
※ 特定健康診査、後期高齢者健康診査に関する資

格の確認、人間ドックの助成申請については、

保険年金課（電話33－1060）へ問い合わせてくだ

さい。

結核・肺がん検診、胃がん検診、前立腺が
ん検診、肝炎ウイルス検診
　がん検診など登録制度で登録のある人（平成２５

年度に受診した人を含む）へ問診票などを郵送しま

す。登録していない人で受診を希望する人は、申

し込んでください。

申込期限　8月20日（水）

　この健診は、市独自の健診です。生活習慣病は、

特に自覚症状がありません。35歳から年に１回は

健診を受けて、身体チェックをしましょう。

対象者　 35歳から39歳までの人（昭和50年4月1日
から昭和55年3月31日生まれまで）

※ 加入している健康保険の種類に関わらず受診で

きます。申し込みをしていない人で受診を希望

する人は、申し込んでください。

と　き　10月 7日（火） 午前7時から午前９時
　　　　10月12日（日）午前９時30分から午前10時まで

ところ　三芳保健福祉センター
健診内容　身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査
料金　1,500円
申込期限　9月30日（火）

日曜日も総合検診を行います
１０月１2日（日）　三芳保健福祉センター

平日、仕事などで都合のあわない人は、ぜひご利用ください。

　特定健康診査

　後期高齢者健康診査

　生活習慣病予防健診
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

現
況
届
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
医
療
費

な
ど
の
助
成
を
受
け
て
い
る
人
は
資
格
申

請
書
の
提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。
７
月
末

現
在
の
該
当
者
に
通
知
し
ま
し
た
の
で
、

８
月
中
に
社
会
福
祉
課（
三
芳
分
庁
舎
）、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　
　

※ 

右
記
の
３
か
所
の
み
で
受
付
を
行
い
ま

す
。

※ 

期
限
内
に
提
出
し
な
い
場
合
、
８
月
分

以
降
の
手
当
や
医
療
費
の
助
成
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

父
か
母
が
い
な
い
家
庭
、
父
か
母
が
一

定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
な
ど
で
児

童
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間　

　

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末（
３
月

31
日
）ま
で　

※ 

児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
開
始
時
期

　

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る

と
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額

　

受
給
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前

年（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
認
定
請
求
す
る

場
合
は
前
々
年
）の
所
得
額
に
よ
り
全
部
支

給
、
一
部
支
給
、
支
給
停
止
を
決
定
し
ま

す
。

全
部
支
給　
　
　
　
　

４
万
１
０
２
０
円

一
部
支
給　
　
　
　
　

９
６
８
０
円
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
１
０
１
０
円

子
の
加
算
額　
　

第
２
子　

５
０
０
０
円

　
　
　
　
　

第
３
子
以
降　

３
０
０
０
円

支
払
時
期

　

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
日
は
各
支
払

月
の
11
日
で
す
。

※ 

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
部
支
給
停
止

　

８
月
で
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人

は
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。

① 

手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
経
過
し
て

い
る
人

② 

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
経
過
し
て
い
る
人

※ 

就
業
し
て
い
る
人
や
障
害
の
状
態
に
あ

る
人
な
ど
は
、
必
要
書
類
を
提
出
す
れ

ば
減
額
さ
れ
ず
に
手
当
が
受
給
で
き
ま

す
。

対
象
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
、
そ
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
期
間　

　

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末（
３
月

31
日
）ま
で

※ 

児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

助
成
さ
れ
ま
す
。

助
成
開
始
時
期

　

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る

と
申
請
し
た
日
か
ら
助
成
が
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

助
成
額

　

保
険
診
療
分
医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担

分
で
、
次
の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。　
　

通
院
・
調
剤
の
場
合

　

１
か
月
、
１
医
療
機
関
で
自
己
負
担
額

１
０
０
０
円
を
超
え
た
額

入
院
の
場
合

　

保
険
診
療
分
医
療
費
全
額

（
食
事
代
な
ど
は
助
成
対
象
外
）

※ 

高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
、
そ
の
他

の
制
度
か
ら
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
額
を
除
い
た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

支
払
時
期　

　

申
請
月
の
翌
々
月
の
25
日

※ 

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
高
額
療
養
費
な
ど

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
支
給
決
定

を
待
っ
て
か
ら
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課
に
母
子
自
立
支
援
員
を
配

置
し
、「
子
育
て
や
生
活
の
支
援
」「
就
業
支

援
」「
生
活
資
金
な
ど
の
貸
付
相
談
」な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

社
会
福
祉
課　

☎
36
―
１
１
５
３

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業
の

手
続
き
は
８
月
中
に
期
限
を
過
ぎ
る
と
手
当
や
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
等

　

医
療
費
等
助
成
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の

　

自
立
支
援



72014年 8月号　

障
害
児
福
祉
手
当　
精
神
や
身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障

害
児
に
支
給
し
ま
す
。

対
象　

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が

あ
り
ま
す
。　
　

① 

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

１
級
か
ら
２
級
の
人
、
療
育
手
帳
の
障

害
程
度
が
Ⓐ
・
Ａ
の
１
・
Ａ
の
２
の
人

② 

前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診

断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
障
害
を

支
給
事
由
と
す
る
公
的
給
付
を
受
け
て

い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額（
月
額
）　　
　

１
万
４
１
４
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当　
精
神
や
身
体
に

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常

生
活
で
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
育
て
て
い
る
父
母
ま
た
は
、
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。

対
象　

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
か
ら

３
級
ま
た
は
下
肢
障
害
４
級
の
一
部
の

人（
内
部
障
害
を
除
く
）

② 

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
・
Ａ
の
１
・

Ａ
の
２
の
人

③ 

前
記
に
該
当
し
な
い
人（
内
部
障
害
、
精

神
障
害
、
手
帳
未
所
持
な
ど
）で
、
医
師

の
診
断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る

人
※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

支
給
額（
月
額
）

　

１
級（
重
度
障
害
者
）　

４
万
９
９
０
０
円

　

２
級（
中
度
障
害
者
）　

３
万
３
２
３
０
円

特
別
障
害
者
手
当　
精
神
や
身
体
に
著

し
い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以

上
の
在
宅
障
害
者
に
支
給
し
ま
す
。

対
象　

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が

あ
り
ま
す
。

① 

視
覚
・
聴
覚
・
肢
体（
上
肢
・
下
肢
・
体

幹
）・
内
部（
心
臓
・
呼
吸
器
・
腎
臓
・

肝
臓
・
血
液
）・
免
疫
・
精
神
の
障
害
が

２
種
類
以
上
あ
る
人
で
、
お
お
む
ね
身

体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
か
ら
２

級
の
人
、
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
・

Ａ
の
１
・
Ａ
の
２
の
人

② 

前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診

断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

主
に
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
人
が
対
象

で
す
が
、
１
つ
の
障
害
だ
け
で
も
、
一

定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
病
院
お

よ
び
診
療
所
な
ど
に
３
か
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額（
月
額
）　　
　

２
万
６
０
０
０
円

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

　

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
、
ね
た
き
り
身

体
障
害
者
ま
た
は
そ
れ
ら
の
人
を
介
護
す

る
人
に
支
給
し
ま
す
。

対
象

①
在
宅
重
度
知
的
障
害
者

　

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
、
Ⓐ
の
１
、

Ⓐ
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
と
判
定
さ
れ

た
20
歳
以
上
の
在
宅
者
ま
た
は
そ
の
人
を

介
護
す
る
家
族

※ 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
重
度
と
判
定

さ
れ
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ね
た
き
り
身
体
障
害
者

　

自
宅
で
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
ね
た
き

り
で
、
入
浴
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常

生
活
に
人
手
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
ま
た
は
、
そ
の
人
を
介
護
す

る
家
族

支
給
額（
月
額
）　　
　
　
　

８
６
５
０
円

　

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
、
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
８
月
に
、
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
は
４
月
に
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
障
害
児
対
象（
20
歳
未
満
）

　
障
害
者
対
象（
20
歳
以
上
）

　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　

障 
害 

手 

当 

の 

ご 

案 

内　
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８
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
医
療
費

８
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
券
を
交
付
し
ま
し
た

助
成
受
給
券
を
交
付
し
ま
し
た

重
度
心
身
障
害
者（
児
）に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

所得制限限度額

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
の
有
効
期

限
は
７
月
末
日
で
す
。
新
し
い
受
給
券
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
古
い
受
給
券
は
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
中
の
所
得
額
が
、
次
表
の「
所

得
制
限
限
度
額
」を
超
過
す
る
方
は
平
成
26

年
８
月
１
日
か
ら
の
受
給
券
が
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

受
給
券
交
付
後
に
、
所
得
額
や
市
民
税

額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受
給
資

格
や
自
己
負
担
額
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

未
申
告
者
に
つ
い
て
は
、
申
告
後
の
交

付
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

基
本
的
に
は
所
得
額
で
助
成
対
象
か
ど

う
か
を
判
断
し
ま
す
。
収
入
額
は
目
安

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

扶
養
人
数
が
５
人
を
超
え
る
場
合
は
１

人
増
え
る
ご
と
に
、
38
万
円
ず
つ
加
算

し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課

　

 　

☎
36
―
１
１
５
３

　

重
度
心
身
障
害
者（
児
）が
医
療
機
関
で

診
療
を
受
け
た
場
合
、
支
払
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
人

② 

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
、
Ⓐ
の
１
、

Ⓐ
の
２
、
A
の
１
、
A
の
２
の
人

支
給
内
容

・
保
険
診
療
分
医
療
費
が
支
給
対
象
で
す
。

・
入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
除
き
ま
す
。

・ 「
高
額
療
養
費
」や「
付
加
給
付
金
」な
ど
、

医
療
費
が
公
費
負
担
さ
れ
る
場
合
や
各

種
保
険
制
度
か
ら
の
給
付
金
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
給
付
額
を
差
し
引
い
た
金

額
が
対
象
で
す
。

・ 

手
帳
が
交
付
さ
れ
た
月
の
初
日
の
医
療

費
か
ら
支
給
対
象
で
す
。

申
請
方
法

　

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
健
康
保
険
証

扶養親族などの人数 所得制限限度額 給与所得者の収入額の目安

０人 ６２２万円 ８３３万３０００円

１人 ６６０万円 ８７５万６０００円

２人 ６９８万円 ９１７万８０００円

３人 ７３６万円 ９６０万円

４人 ７７４万円 １００２万１０００円

５人 ８１２万円 １０４２万１０００円

・
預
金
通
帳（
本
人
名
義
）

・
印
鑑

・
保
険
診
療
分
の
明
細
が
わ
か
る
領
収
書

※ 「
高
額
療
養
費
」「
付
加
給
付
金
」が
医
療

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
た
場
合
、
給
付
さ

れ
た
金
額
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

領
収
書
が
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
の

証
明
が
必
要
で
す
。

※ 

医
療
費
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
の

初
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、
申
請

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　

市
町
村
民
税
が
一
定
額
以
上
の
人
は
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
課
税

状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
新
た
に
申
請
す

る
時
と
毎
年
８
月
に
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は

現
況
届
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

平
成
26
年
８
月
診
療
分
以
降
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

社
会
福
祉
課 
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

渋
谷　

幸
一　
（
富
山
地
区
）

　

川
名　

喜
昭　
（
富
山
地
区
）

　

中
村　

勝
人　
（
三
芳
地
区
）

　

御
子
神
幸
藏　
（
三
芳
地
区
）

　

髙
木　

栄
治　
（
白
浜
地
区
）

　

吉
田　

孝
道　
（
千
倉
地
区
）

　

寺
澤　

精
一　
（
千
倉
地
区
）

　

浅
野　

良
一　
（
千
倉
地
区
）

　

小
沢　

禧
江　
（
丸
山
地
区
）

　

鈴
木　

建
夫　
（
丸
山
地
区
）

　

平
井　

良
明　
（
丸
山
地
区
）

　

北
見　
　

勇　
（
和
田
地
区
）

　

座
間　
　

純　
（
和
田
地
区
）

　

水
島　

純
雄　
（
和
田
地
区
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
17
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
６
月
30
日
付

け
で
長
年
委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
２
人
の
委
員
が
退
任
さ
れ
、
７
月
１
日
付
け
で
３
人
の

委
員
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
石
井
康
夫
さ
ん
は
再
任
で
す
。）

７
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
た
委
員

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

６
月
30
日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

穂
積　

利
夫　
（
富
浦
地
区
）

小
谷　
　

孝　
（
白
浜
地
区
）

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

　
　
〜
市
政
に
参
画
し
ま
せ
ん
か
〜

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
、
市
の
行
政
改
革

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

行
政
改
革
に
関
心
が
あ
り
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
20
歳
以
上
の
人

②
市
内
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る
人

③ 

市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

な
っ
て
い
な
い
人

④
市
の
議
員
ま
た
は
職
員
で
な
い
人

募
集
人
員　

２
人

（
公
募
に
よ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

の
ほ
か
に
学
識
経
験
者
、
市
議
会
議
員
が

委
員
と
な
り
、
総
数
は
10
人
以
内
で
構
成
）

任
期　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

活
動
内
容　

市
の
取
り
組
む
行
政
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
行
革

財
政
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
３
日（
水
）必
着

選
考
方
法　

書
類
審
査
。
必
要
が
あ
る
場

合
は
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

 

　

　

〒
２
９
９
―
２
４
９
２

　

南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

　

行
革
財
政
課

　

☎
33
―
１
０
２
２

　

FAX 

20
―
４
５
９
３

電
子
メ
ー
ル

zaisei@
city.m

inam
iboso.chiba.jp

　

人
権
擁
護
委
員
紹
介

石井　康夫
（富浦地区）

池田　公男
（富浦地区）

加藤　明美
（白浜地区）
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種
間
隔
の
確
認
を
す
る
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

健
康
支
援
課　
　

　
　

☎
36
―
１
１
５
２

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

期
限
は
、
９
月
１
日（
月
）ま
で
で
す
。

　

期
間
内
に
申
請
が
な
い
と
給
付
金
が
受

け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い

な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

社
会
福
祉
課
給
付
金
担
当

　
　

☎
33
―
４
６
３
３

　

近
年
、
定
期
予
防
接
種
の
種
類
が
増
え
た

り
、
接
種
す
る
方
法
が
変
わ
っ
た
り
と
予
防

接
種
法
の
改
正
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
接
種
間
隔
不

足
の
間
違
い
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
追
加

接
種
を
１
歳
未
満
で
接
種
し
て
し
ま
う
と
い

う
例
が
あ
り
ま
し
た
。（
１
回
目
を
生
後
２
か

月
か
ら
７
か
月
未
満
で
接
種
し
た
場
合
、
本

来
は
追
加
接
種
を
３
回
目
の
接
種
か
ら
60

日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、
生
後
１
歳
以
上

で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）こ
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
健
康
上
の
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
追
加
接
種
を
早
く
受
け
た

こ
と
で
、
免
疫
効
果
の
期
待
で
き
る
期
間
が

短
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
再
度
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
は
確
実
な
免
疫
を
つ
け
る

た
め
に
規
定
さ
れ
た
期
間
と
接
種
間
隔
で
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
対
象
者
へ
の
通
知
の
工
夫
や
、
接

種
医
療
機
関
へ
の
指
導
な
ど
接
種
間
隔
不
足

の
再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
予
約
す
る
際
や
接
種
前
に

も
う
一
度
、
母
子
健
康
手
帳
を
見
て
、
接

〜
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す
る
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
〜

対
象
者

　

原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に
住
所

が
あ
り
、
受
診
を
希
望
す
る
人

実
施
期
間　

７
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
２

月
28
日
ま
で

申
込
期
限　

平
成
27
年
１
月
31
日（
土
）（
必

着
）

申
込
方
法

　

受
診
を
希
望
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
お
よ
び
被
爆
者
で

あ
る
親
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
被

爆
者
健
康
手
帳
番
号
を
書
い
て
、
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

受
診
書
な
ど
は
後
日
送
付
い
た
し
ま
す
。

※ 

検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自
己
負

担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

 

　

　

〒
２
６
０
―
８
６
６
７（
住
所
省
略
可
）

　

県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指
導
課

　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
３
４
９

　

被
爆
者
援
護
班

　

介
護
の
こ
と
、
介
護
保
険
の
こ
と
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い（
相
談
無
料
）。

と
き

９
月
５
日（
金
）午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で　

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

９
月
15
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で　

富
山
公
民
館

９
月
25
日（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

※
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
内
房
地
区
）

　
　

☎
20
―
４
０
６
０

　
　

健
康
支
援
課

　
　

☎
36
―
１
１
５
２

  
予
防
接
種
の

　
　
接
種
間
隔
不
足
に
つ
い
て

  

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張

介
護
個
別
相
談
会

  

原
爆
被
爆
二
世
健
康
診
断
の
実
施
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南
房
総
地
域
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
足
、

移
動
の
手
段
と
な
る
路
線
バ
ス
。

　

現
在
、
路
線
の
中
に
は
市
の
補
助
金
に

よ
り
運
行
維
持
し
て
い
る
路
線（
平
群
線
、

丸
線
、
豊
房
線
）が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が

ら
利
用
者
が
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

路
線
そ
の
も
の
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
今
は
車
に
乗
れ
る
か
ら
大
丈
夫
」「
い
つ

か
は
乗
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
」い
ざ
バ

ス
に
乗
ろ
う
と
い
う
時
に
、
路
線
が
廃
止

さ
れ
て
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
皆

さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
移
動
手
段
の
確
保
だ

け
で
な
く
、
環
境
の
面
か
ら
も
路
線
バ
ス

の
利
用
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ス
利
用
の
現
状

　

路
線
バ
ス
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
移
動

手
段
で
す
。

　

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
環
境
に
や

さ
し
く
、
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
を
減
ら

す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
の
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
家
用
車
利
用
者
の
増
加
や

少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
路
線
バ
ス
の
利
用

者
数
は
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
運
行
便
数
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
路

線
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い

高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
が
確
保
で
き
な
く
な
っ

て
き
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
必
要
性

　

今
は
自
家
用
車
や
バ
イ
ク
な
ど
で
移
動

し
て
い
る
人
も
、
将
来
的
に
は
バ
ス
を
利

用
す
る
可
能
性
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
時
に
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

な
い
と
、
移
動
に
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
、

市
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が

バ
ス
を
利
用
し
、
地
域
の
足
は
地
域
で
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

停
留
所
ま
で
の
移
動
が
適
度
な
運
動
と

な
り
、
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
人
と
環
境
と
ま
ち
に
や

さ
し
い
路
線
バ
ス
を
、
み
ん
な
で
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

企
画
政
策
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

高
速
バ
ス
東
京
便（
な
の
は
な
号
）

を
夜
間
上
下
１
本
ず
つ
増
発
運
行

　

夏
休
み
期
間
中
の
８
月
８
日（
金
）か
ら

８
月
31
日（
日
）ま
で
、
東
京
〜
南
房
総
高

速
バ
ス「
な
の
は
な
号
」を
夜
間
増
発
運
行

し
ま
す
。

　

次
の
便
が
増
発
さ
れ
ま
す
。

（
下
り
便
・
東
京
発
）

東
京
駅　
　
　
　
　
　
　
　
　

23
：
20
発

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
富
楽
里　
　
０
：
53

と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部　
　
　
　
１
：
05
着

（
上
り
便
・
館
山
発
）

と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部　
　
　

21
：
13
発

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
富
楽
里　
　
21
：
25

東
京
駅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
22
：
56
着

　

運
賃
は
、
今
回
の
増
発
下
り
便
の
東
京

発
の
み
夜
間
割
り
増
し
料
金
が
加
算
さ
れ

片
道
、
事
前
購
入（
３
５
０
０
円
）、
車
内

購
入（
３
６
０
０
円
）と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

JR
バ
ス
関
東
㈱
館
山
支
店　

　
　

☎
22
―
６
５
１
１

地
域
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
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９
月
１
日
の「
防
災
の
日
」に
関
連
し
、
九

都
県
市（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ

い
た
ま
市
、
相
模
原
市
）が
連
携
し
行
う「
九

都
県
市
合
同
防
災
訓
練
・
千
葉
県
会
場
訓

練
」が
本
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
参
加
機
関
は
、
会
場
と
な
る
本
市
の

ほ
か
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
消
防
、
警

察
、
災
害
時
支
援
協
力
団
体
、
防
災
関
係

機
関
な
ど
約
１
３
０
機
関
で
参
加
人
員
約

５
０
０
０
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
訓
練
を
見
学

し
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
大
切
さ
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
海
上
訓
練

と
き　

９
月
６
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
ま
で

と
こ
ろ　

旧
南
三
原
公
民
館
付
近

訓
練
内
容　

巡
視
船
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
水

上
バ
イ
ク
な
ど
に
よ
る
、
海
上
捜
索
訓
練
、

救
助
訓
練
ほ
か　

②
主
会
場
訓
練

と
き　

９
月
６
日（
土
）午
前
11
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
０
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

和
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

訓
練
内
容　

地
上
お
よ
び
上
空
か
ら
の
情
報

  
第
35
回
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

　
　
千
葉
県
会
場
訓
練 

本
市
で
開
催

収
集
訓
練
、
救
助
訓
練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
応

急
復
旧
訓
練
、
孤
立
地
域
へ
の
物
資
搬
送
訓

練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
消
火
訓
練

ほ
か　

防
災
フ
ェ
ア

と
き　

９
月
６
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
０
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

和
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

内
容　

防
災
関
係
機
関
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
の
活
動
記
録
の
展
示
や
防
災
機
器
・
特

殊
車
両
の
展
示
お
よ
び
起
震
車
に
よ
る
模
擬

地
震
の
体
験
ほ
か

※ 

当
日
の
会
場
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス（
南
三
原
小
学
校
運

動
場
）に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
や
、
お
車
を
乗
り
合
わ
せ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

消
防
防
災
課　

　

 　

☎
33
―
１
０
５
２　

　

農
道
や
山
林
の
道
路
脇
な
ど
、
人
目
に
付

か
な
い
場
所
へ
の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
ね

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
悪
臭
や
水
質
や
土
壌
の

汚
染
な
ど
の
環
境
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
と
は

　

廃
棄
物
を
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て

適
性
に
処
理
せ
ず
、
処
分
場
以
外
の
山
林
や

原
野
、
空
き
地
な
ど
に
み
だ
り
に
捨
て
た
り

埋
め
た
り
す
る
行
為
で
す
。

例
え
ば
・
・
・

・ 

人
気
の
な
い
山
林
な
ど
に
廃
棄
物
を
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
捨
て
る
こ
と

・ 

資
材
置
き
場
な
ど
に
廃
棄
物
を
野
積
み
に

し
た
ま
ま
放
置
す
る
こ
と

・ 

空
き
地
な
ど
に
廃
棄
物
を
ダ
ン
プ
で
運
ん

で
重
機
で
穴
を
掘
っ
て
埋
め
る
こ
と

・ 
空
き
倉
庫
や
工
場
跡
地
な
ど
に
硫
酸
ピ
ッ

チ
な
ど
の
有
害
な
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
こ

と
・ 

道
路
沿
い
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶

な
ど
を
ポ
イ
捨
て
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　　

土
地
の
所
有
者（
管
理
者
）は
、
自
分
の
土

地
に
不
法
投
棄
を
さ
れ
た
時
は
、
捨
て
た
者

が
不
明
な
場
合
、
そ
の
廃
棄
物
を
自
ら
の
責

任
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
草
刈
り
が
さ
れ
て
い
な
い
」「
ご
み
が
散

乱
し
て
い
る
」な
ど
管
理
が
十
分
に
行
き
届

い
て
い
な
い
土
地
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
除
草
、
樹
木
の
せ
ん
定
や
柵

を
設
置
し
た
り
し
て
、
不
法
投
棄
が
さ
れ
に

く
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

環
境
保
全
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
３

  

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

罰　

則

　

不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円（
法
人
は
３
億
円
）以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
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　地球温暖化のような地球全体の問題から身近なごみ問題まで、環境問題は私たちの生活に深く関係
があります。環境保全に対する理解と関心を深め、積極的に環境保全活動や省エネ活動を行う意欲を
高めていくことを目的として、環境標語を募集します。
対　　象　中学生以上の市民、市内に在勤・在学している人
内　　容　自然環境、地球温暖化、ごみ問題、大気・水環境など、環境問題や環境保全に関するもの
期　　限　９月１日（月）まで（必着）
応募方法　 下の応募用紙または任意の様式に必要事項を記入し、環境保全課、朝夷行政センターまた

は各地域センターにお持ちいただくか、ファクス、電子メール、郵送（官製はがき可）で送っ
てください。応募は１人１点で、未発表作品に限ります。

　　　　　※必要事項の記入がない場合は、審査の対象となりません。
　　　　　※ 応募者の個人情報は、作品の審査と結果発表などを行うために使用し、目的以外には

使用しません。
表彰・作品発表　最優秀賞　１点、　優秀賞　３点、　優良賞　５点
　　　　　　　　入賞者には、表彰状と副賞を差し上げます。
　　　　　　　 　入賞者の発表は、個人に通知するとともに、広報

紙などで公表します。
　　　　　　　 　入賞作品は、「エコ★ニュース」や「エコライフ

カレンダー２０１５年版」に掲載するほか、公共施
設に展示するなど、環境保全活動に広く活用しま
す。

応募・問い合わせ　〒299-2492　南房総市富浦町青木２８番地
　　　　　　　　　南房総市　環境保全課
　　　　　　　　　☎ ３３―１０５３　　ＦＡＸ ２０―４５９７
　　　　　　　　　電子メール　kankyo@city.minamiboso.chiba.jp

環境標語を募集します

千倉中学校　新井　愛香さん

平成２５年度環境標語コンテスト　最優秀作品

切 り 取 り 線

平成２６年度　環境標語コンテスト　応募用紙
ふりがな

氏 名

住 所

電話番号 　　　　　－ 年 齢 歳

標 語

標語の内容説明
（理由）
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　地球温暖化の防止と家庭におけるエネルギーの安定確保、エネルギー利用の効率化・最適化を図るため、住
宅用の太陽光発電システムを設置する人に補助金を交付します。
●申請期限　平成２７年１月１５日（木）　※予算がなくなり次第受付を終了します。
●対象となる設備
・住宅の屋根などへの設置に適しているもの。
・一定の品質および性能が確保されており、（財）電気安全環境研究所（JET）の認証を受けているもの。
・対象設備による発電量のうち、余剰電力を電力会社へ送電できるように連系させているもの。
・太陽電池の最大出力（太陽電池モジュールの公称最大出力）の合計値が10キロワット未満のもの。
・未使用品のもの。
●補助金額
　太陽電池最大出力１キロワット当たり２０，０００円
　※上限は70,000円です。1,000円未満の端数は切り捨てとなります。
　【計算例】1枚あたり183ワット（0.183キロワット）の太陽電池モジュール（パネル）を22枚設置する場合
　最大出力の計算　0.183キロワット×22枚＝4.026≒4.03キロワット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下第3位を四捨五入）
　　　　　　　　　最大出力4.03キロワットとなります。
　補助金の計算　20,000円×4.03キロワット＝80,600円
　　　　　　　　補助金額は、上限の70,000円となります。
●補助金対象者
・  市内に住所を有する人、または実績報告書の提出までに市内に住所を有する
人。
・ 自ら居住または居住を予定している一戸建て住宅（店舗などとの併用住宅を含
む）に使用するために設置する人。
・実績報告書の提出までに電力会社と電力受給契約を契約する人。
・市税などに滞納がない人。
●補助金交付手続きの流れ
１　交付申請書に必要書類を添えて環境保全課に提出してください。
２　書類審査後、交付決定通知書を郵送します。
３ 　工事完了後、30日以内または、平成27年3月2日（月）のいずれか早い日までに、実績報告書と必要書類を環
境保全課へ提出してください。
４　書類審査後、確定通知書を郵送します。
５ 　確定通知書を受領後、交付請求書を環境保全課に提出してください。
　　工事着工前に交付申請を行い、交付決定通知を受けてから設置工事を実施してください。
　　申請書は、環境保全課にあります。市のホームページからも入手できます。
※詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、環境保全課へお問い合わせください。

住宅用太陽光発電システムの設置費用の一部を補助します

 

　「エコライフ★カレンダー2015年版」に掲載する有料広告を募集します。
　カレンダーには、環境ポスターおよび環境標語コンテストの入賞作品や
環境に関する情報を掲載し、環境保全の普及啓発を図ります。

申込期限　９月17日（水）まで
申込方法　 市ホームページから『環境啓発冊子広告掲載申込書』を入手して必要事項を記入し、添付

書類を添えて環境保全課に提出してください。

広告掲載規格など

事業者の皆さんへ 有料広告募集 エコライフ★カレンダー

掲載位置 カレンダーの日付ページの下部

枠の大きさと掲載枠数 1号広告　縦30ミリメートル×横270ミリメートル　12枠以内
2号広告　縦30ミリメートル×横130ミリメートル　24枠以内

掲載料金 1号広告　1枠　5,000円、2号広告　1枠　2,500円
作成部数 4,500部
カレンダーの配布対象者 市内小・中学生および希望する市民へ配布します。
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消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

　

金
融
庁
で
は
、
無
登
録
で
金
融
商
品
取

引
業
を
行
う
者
な
ど
に
対
し
、
警
告
書
を

発
す
る
と
と
も
に
、
注
意
喚
起
の
た
め
業

者
名
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録

を
受
け
て
い
る
事
業
者
一
覧
も
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
、
取
引
の
前
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

海
外
に
所
在
す
る
業
者
で
あ
っ
て
も
、

日
本
の
居
住
者
を
相
手
方
と
し
て
金
融
商

品
取
引
業
を
行
う
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、

金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
を
受
け
ず
に
金
融
商
品
取
引
業
を

行
う
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
海
外
事
業
者
が
無
登
録
で
日

本
国
内
の
顧
客
に
店
頭
FX
取
引
な
ど
の
金

融
商
品
取
引
業
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
発
し

て
い
ま
す
。（
海
外
無
登
録
業
者
）

　

海
外
登
録
時
業
者
の
問
題
点

・ 

出
金
依
頼
を
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

を
つ
け
、
一
向
に
出
金
に
応
じ
て
も
ら

え
な
い
。

・ 

電
子
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
て
い
た
が
、

突
然
業
者
か
ら
の
返
信
が
途
絶
え
た
。

・ 

運
用
成
績
が
良
い
と
追
加
出
資
を
求
め

ら
れ
た
が
、
出
金
を
依
頼
し
た
。
次
の

日
突
然
残
高
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
回
答

が
あ
っ
た
。

・ 

日
本
国
内
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
規
制
を
は
る

か
に
上
回
る
高
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
売
り
に

し
て
勧
誘
を
行
う
。（
日
本
で
は
証
拠
金

の
25
倍
を
超
え
る
額
の
FX
取
引
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。）

・ 

業
者
が
ど
こ
に
実
在
す
る
か
な
ど
の
実

態
把
握
が
極
め
て
困
難
。

海
外
無
登
録
業
者
と
の
FX
取
引
な
ど
に
ご
注
意

消
費
相
談
窓
口
か
ら

なんでもアリサ⑪
異国への移住 Moving to a foreign country

　私はこの一年間、初めて外国の日本で暮らしましたが、
正直予想以上に大変でした。左右逆運転から基本的な印鑑
の使い方まですべて未経験だったので、しばらくは緊張が
続きました。
　それでも、小さい頃から日本語
が話せた私のケースは楽な方で
す。英語が分からないままアメリ
カに移住した父や、移住してすぐ
異国で子育てをした母など、移民
は大変だと気付かされました。

　そんな移民にとって一番の救い
になるものは人の親切さだと思い
ます。来る前は南房総に知り合い
が一人もいなかったのにも関わら
ず、車が故障した時はたくさんの
人に助けてもらったり、「食べたこ
とないでしょ、おいしいよ！」とた
くさん食べ物をいただいたりしました。南房総でお世話に
なった方々には大変感謝しています。残念ながら私は今月
アメリカに帰国することになりましたが、いつかまた来たい
と思っています。また、新しく南房総に来る国際交流員の
ネイサンにも親切にしてください！

　This past year was my first time living in Japan, to me a 
foreign country. To be honest, it was much harder than I 
had anticipated. Driving on the left side and basic things 

such as using an inkan stamp were 
completely new to me, so for a while I was 
constantly stressed out. However, I’ve 
spoken Japanese since I was little, so 
my case was still easier than most. I’ve 
realized immigrants have it hard, such as 
my father who moved to the U.S. without 
understanding English, and my mother who 
raised children right after moving abroad.
 
　I think what really helps those immigrants 
pull through is the kindness of others. Even 
though I didn’t know a single person in 
Minamiboso before coming, so many helped 
me when my car broke down. I also received 

so much food from people saying, “You’ve never had this 
before, right? Try it!” I am extremely grateful to those who have 
helped me in Minamiboso City. Although I will be returning to 
the U.S. this month, I would like to visit again someday. Please 
also lend a helping hand to Nathan, the new CIR coming in!

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

またお会いできる日まで！
Until next time!

お
電
話

く
だ
さ
い
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市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
相
互
理
解
に
基
づ
く
モ

デ
ル
的
な
課
題
解
決
活
動
と
し
て「
地
域
力

を
育
む
モ
デ
ル
事
業
」を
平
成
21
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
採
択
事
業
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
行
政
が
抱
え
る
テ
ー
マ

（
地
域
課
題
）に
対
し
て
、
市
民
活
動
団
体

か
ら
の
公
益
的
な
事
業
提
案
を
募
集
し
、
審

査
会
で
の
審
査
を
経
て
、
活
動
に
対
す
る
支

援
を
す
る
事
業
で
す
。

　

市
民
協
働
課　

☎
33
―
１
０
０
５

　

市
民
が
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
特
性

や
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
国

内
先
進
地
で
の
調
査
・
研
修
事
業
に
参
加
す

る
た
め
に
要
す
る
経
費（
食
料
費
を
除
く
旅

費
・
宿
泊
費
・
研
修
費
）に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
の
要
件

① 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
今
後
も
居
住
す

る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

② 

将
来
に
わ
た
り
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

意
思
が
あ
る
こ
と
。

③ 

市
の
振
興
と
活
性
化
に
自
ら
取
り
組

み
、
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

を
果
た
せ
る
こ
と
。

④ 

特
定
の
政
治
、
宗
教
、
営
利
活
動
に
利

用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

⑤ 

暴
力
団
員
ま
た
は
そ
の
関
係
者
で
な
い

こ
と
。

⑥
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

補
助
内
容

市
が
提
案
し
て
市
民
に
参
加
を
募
集
す
る

場
合
と
、
市
民
が
提
案
し
て
参
加
す
る
場

合
の
２
つ
が
あ
り
、
補
助
率
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
民
協
働
課　

☎
33
―
１
０
０
５

３
団
体
が
地
域
力
を
育
む

モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す

先
進
地
で
の
調
査
・
研
修
に

最
大
５
万
円
を
補
助
し
ま
す

　
　
　
　

― 

人
材
育
成
事
業 

―

勉
強
会
で
の
講
師
招
待
に

最
大
３
万
円
を
補
助
し
ま
す

　

― 

市
民
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業 

―

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体
が
活
動

基
盤
の
強
化
の
た
め
に
開
催
す
る
勉
強
会

の
講
師
を
招
待
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

（
謝
金
・
旅
費
・
宿
泊
費
）に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
の
要
件　

①
主
な
活
動
の
場
が
市
内
に
あ
る
団
体
。

② 

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過
半
数

が
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
団
体
。

③ 

団
体
の
代
表
者
と
運
営
方
法
が
会
則
な

ど
に
定
め
ら
れ
て
い
る
団
体
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
業
務

①
団
体
の
活
動
を
推
進
さ
せ
る
業
務
。

② 

団
体
の
発
展
に
関
す
る
勉
強
会
や
検
討

会
で
指
導
・
助
言
を
行
う
業
務
。

③ 

団
体
の
法
人
化
に
向
け
た
指
導
・
助
言

を
行
う
業
務
。

④ 

市
長
が
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
と
認
め
る
業
務
。

補
助
金
の
額

　

謝
金
・
旅
費
・
宿
泊
費
の
総
額
か
ら

５
千
円
を
差
し
引
き
、
１
団
体
に
つ
き

３
万
円
が
上
限
で
す
。

　

市
民
協
働
課　

☎
33
―
１
０
０
５

今年度の採択事業一覧

１

テーマ 若者の交流による地域活性化事業
担当課 企画部企画政策課
団体名 南房総へ嫁来い実行委員会（渡邊　大　会長）
事業名 嫁来いツアーで若者も地域も活性化

２

テーマ 新規就農者の育成支援モデル事業
担当課 農林水産部地域資源再生課
団体名 南房総オーガニック（岡本　高憲　会長）
事業名 新規就農チャレンジ支援事業

３

テーマ 広報資料を活用した人づくり・地域づくり推進事業
担当課 総務部秘書広報課、商工観光部観光プロモーション課
団体名 ＮＰＯ法人富浦エコミューゼ研究会（鈴木　勇太郎　理事長）
事業名 「南房総市の民話」を活用したふるさと伝承推進事業

対象となる事業 補助率 利用
回数 個人・グループ １人あたり

の上限額 必要経費

① 市が提案し市民に参加を募集
する国内先進地での人材育成
に資する調査・研修事業

必要経費の
10／10以内

１回
１人・５人
以下の
グループ

５万円

食料費を
除く旅費、
宿泊費、
研修費
※  1 ,000
円未満の
端数切捨
て。

②市民が提案する国内先進地で
の人材育成に資する調査・研修
事業
※政治、宗教、営利活動を除く。

必要経費の
8／10以内
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「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙
や

臭
い
が
出
て
大
変
迷
惑
し
て
い
る
」と
い
う

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き

は
、
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
る
廃

棄
物
の
焼
却
な
ど
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
野
焼
き
を
行
う

と
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、
穴
を
掘
っ
て
の
ご

み
の
焼
却
も
、
野
焼
き
と
同
じ
で
す
の
で
、

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却
で
も
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
、
風
向
、
焼
却
す
る
時

間
帯
な
ど
十
分
配
慮
し
近
所
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

環
境
保
全
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
３

　

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎
月
公
表
し

て
い
る「
完
全
失
業
率
」の
も
と
に
な
る
調
査

で
、
国
の
経
済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県
か
ら
任
命

さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
個
人
情
報

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行
の
調
査
員

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象　

千
倉
地
区（
平
舘
）の
一
部
の
世

帯
お
よ
び
和
田
地
区（
松
田
）の
一
部
の
世
帯

調
査
期
間　

９
月
か
ら
平
成
27
年
１
月
ま
で

　

県
総
合
企
画
部
統
計
課　

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

　

７
月
１
日（
火
）、
和
田
嘉
子
さ
ん（
千
倉

地
区
）か
ら「
夫
の
和
田
正
良
さ
ん
が
生
前

福
祉
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」と
、
市
へ

５
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

寄
付
金
は
福
祉
の
た
め
に
、
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

罰　

則

　

廃
棄
物
の
焼
却
禁
止
に
違
反
し
た
場

合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は

そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

市政懇談会を開催します
　市政の現状を皆さんに説明し、皆さんからのご意見をお伺いします。
また、市政運営について、あらためて皆さんと話しあう場として、市政懇談会を開催します。
日程は次のとおりです。ぜひご参加ください。

　秘書広報課　☎33－1002

 

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

 

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

 

善
意
の
寄
付 

〜
福
祉
へ
寄
付
〜

＊お住まいの地域以外の開催場所への参加も可能です。
　7月24日発行の「ことしの予算」を持参してください。

地　区 と　き ところ

丸　山 9月 10 日 ( 水 )

午後 7時から

丸山公民館

和　田 9月 11 日 ( 木 ) 和田コミュニティセンター

白　浜 9月 24 日 ( 水 ) 白浜フローラルホール

富　山 9月 26 日 ( 金 ) 富山公民館

三　芳 10 月 1日 ( 水 ) 三芳農村環境改善センター

富　浦 10 月 3日 ( 金 ) 市役所別館 1　大会議室

千　倉
七　浦
忽　戸
朝　夷

10 月 6日 ( 月 ) 千倉漁村センター

千　倉 健　田 10 月 8日 ( 水 ) 千倉保健センター
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安
房
歯
科
医
師
会
と
安
房
郡
市
の
共
催

に
よ
る「
平
成
26
年
度
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」が
６
月
12
日（
木
）館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歯
科
医
師
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
親
と

子
の
部
で
は
加
藤
佳
代
さ
ん
と
莉
乃
さ
ん
、

高
齢
者
の
部
で
は
池
田
君
子
さ
ん
が
市
の

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
親
と
子
の
部
】

　

最
優
秀
賞　

加
藤
佳
代
・
莉り

の乃

　

優
秀
賞　

石
川
百
理
子
・
椰や

え依

【
高
齢
者
の
部
】

　

最
優
秀
賞　

池
田
君
子

　

優
秀
賞　
　

髙
木
康
順

 
最
優
秀
賞
に
加
藤
さ
ん
親
子
・

池
田
さ
ん

　
　
〜
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
〜

加藤佳代さん・莉乃さん親子池田君子さん

　今年度から各都道府県に設置された「農地中間管理機構」は、農業振興地域内の農地を借
り受けて、必要な場合には簡易な基盤整備を行い、まとまりのある形で担い手に貸し付け
る、公的機関です。
　まとまった農地を機構へ貸し付けた地域には市から協力金が支払われます。また、農地
を機構に貸し付けた個人にも要件を満たせば協力金が支払われます。

　詳しくは、南房総農業支援センター（電話０４７０－２８－４５９５）または、千葉県園
芸協会農地部（電話０４３－２２３－３０１１）までお問い合わせください

「農地中間管理機構」
農地貸借の新しい仕組みです

農地を借りたい人は、9月5日までに申し込みをしてください。
農地を貸したい人の申し込みは、9月から随時行います。
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市
防
災
協
力
会
は
、
７
月
７
日
〜
12
日

に
か
け
て
市
内
の
市
道
脇
な
ど
で
草
刈
り

奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。　
　
　

　

作
業
に
は
、
加
盟
38
社
か
ら
延
べ
１
９
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
防
災
協
力
会
は
市
内
の
建
設
業
者
を

中
心
と
し
、
公
共
の
防
災
や
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
現

在
で
は
会
員
38
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 
 　

６
月
30
日（
月
）か
ら
７
月
４
日（
金
）ま

で
の
５
日
間
、
今
年
度
、
新
規
に
採
用
さ

れ
た
国
家
公
務
員
３
人
を
研
修
員
と
し
て

市
役
所
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

研
修
員
た
ち
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
道
の
駅
で
の
商
品
加
工
体
験
、
幼

稚
園
や
保
育
所
で
の
保
育
体
験
、
有
害
鳥

獣
駆
除
の
状
況
観
察
な
ど
、
現
場
で
の
作

業
を
中
心
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

講
。
ま
た
、
市
の
新
規
採
用
職
員
と
市
の

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
場
の
声
を
直
接
聞
き
、
地
方
の
実
情

を
学
ん
だ
研
修
員
た
ち
。
今
回
の
体
験
を

生
か
し
、
今
後
は
国
家
的
視
野
で
仕
事
を

行
い
ま
す
。

　

７
月
27
日
に
、
市
役
所
三
芳
分
庁
舎
周

辺
を
会
場
に
、
第
４
回
ま
ほ
ろ
ば
夢
楽
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
温
30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
な
か
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
パ
レ
ー
ド
演
舞
、
谷
向
・
本

織
地
区
の
屋
台
の
入
場
、
和
太
鼓
の
演
奏
、

チ
ア
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
多
彩
な

催
し
を
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
４
千
人
を
超

え
る
人
た
ち
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
登
場
の
横
浜
八
景
島
シ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ス
の
移
動
水
族
館
に
は
、
水
槽
を

食
い
入
る
よ
う
に
の
ぞ
き
込
む
子
ど
も
た

ち
で
絶
え
ず
人
垣
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

防災協力会の皆さん

石井市長に市への政策提言の報告をする研修員

草刈作業の様子

 

市
防
災
協
力
会
に
よ
る

　
　
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

 

国
家
公
務
員
を
研
修
員
と
し
て

受
け
入
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

 

第
４
回
ま
ほ
ろ
ば
夢む

ら楽
ま
つ
りお祭りムードを盛り上げる地元の屋台
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有料広告

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

　
　

ア
イ
リ
ス
の
里　

　
　

☎
20
―
４
０
６
０

　

歯
科
衛
生
士
の
復
職
や
就
業
を

支
援
す
る
研
修
会
で
す
。

と
き　

 

９
月
７
日（
日
）・
21
日（
日
）

　
　
　

全
２
日

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
館

対
象
者　

歯
科
衛
生
士
資
格
を
持

つ
未
就
業
の
人

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
電
話
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
講
料　

無
料

主
催　
（
一
社
）千
葉
県
歯
科
医
師
会

　

 

　

千
葉
県
歯
科
医
師
会

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
６
４
７
１

と
き　

12
月
14
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

　

障
害
者
年
金
制
度
の
概
要
や
基

本
的
事
項
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解

説
し
ま
す
。
講
座
終
了
後
、
希
望

者
に
は
、
障
害
年
金
・
福
祉
制
度

に
関
す
る
個
別
相
談
が
で
き
ま

す
。（
要
予
約
）

と
き　

９
月
２
日 

（
火
）

受
付　

午
後
１
時
か
ら

講
座　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
３
時
ま
で

個
別
相
談　

午
後
３
時
10
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
１
人
25
分
程
度
）

と
こ
ろ　

鴨
川
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
①『
障
害
年
金
に
つ
い
て
』

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

み
ん
な
で

サ
ポ
ー
ト
ち
ば　

社
会
保
険
労
務

士　

嶋
津
貴
史
さ
ん

講
話
②『
安
房
地
域
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
』

講
師　

安
房
地
域
難
病
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー　

反
田
愛
子
さ
ん

対
象　

難
病
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
、
支
援
者

※ 

個
別
相
談
は
、
先
着
順
に
よ
る

予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
期
間　

８
月
18
日（
月
）か
ら

27
日（
水
）ま
で

　

 

　

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
健
康
生
活
支
援
課　

　
　
　
　
☎
22
―
４
５
１
１

と
き　

９
月
６
日（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
か
ら

　
　
　

午
後
２
時
ま
で

受
付　

学
生　

午
前
11
時
か
ら

　
　
　

一
般　

正
午
か
ら

と
こ
ろ　

南
総
文
化
ホ
ー
ル　

仕
事
内
容　

介
護
職
、
障
が
い
者

支
援
員
、
看
護
職
、
生
活
相
談
員

ほ
か

対
象　

福
祉
の
職
場
に
就
職
を
希

望
す
る
人

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

履
歴
書
・
事
前
申
込
は

不
要
。

主
催　

千
葉
県
福
祉
人
材
確
保
・

定
着
安
房
地
域
推
進
協
議
会

 

安
房
地
域　

福
祉
施
設
・

事
業
所
合
同
就
職
説
明
会

 

未
就
業
歯
科
衛
生
士

　
　
リ
カ
バ
リ
ー
コ
ー
ス
研
修
会

 

難
病
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
、

支
援
者
の
た
め
の
障
害
年

金
・
福
祉
セ
ミ
ナ
ー　

　
　
〜 

基
本
の『
キ
』か
ら
聞
い
て

み
よ
う
〜

ぼ
し
ゅ
う

7月7日（月）に実施されました
● 夏の観光シーズンに向けて
● 「三芳こども園」完成見学会開催　南房総市初の幼保一体施設
● “学力向上に向けて、教員も子どもも頑張る夏休み”
　  南房総市教育委員会主催事業の紹介
● 「横峯式教育法」に学ぶ　南房総市夏季教職員研修会を開催

　7月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

8月の8月の

と
こ
ろ　

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル（
館
山
市
北
条
７
４
０

―
１
）

応
募
資
格　

・
県
内
に
在
住
す
る
外
国
人

・ 

日
本
在
住
通
算
年
数
が
初
級
は

５
年
以
内
、
上
級
は
制
限
な
し

・ 

過
去
の
本
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
な
い
こ
と（
初
級

で
受
賞
し
て
い
る
人
が
、
上
級

へ
応
募
す
る
こ
と
は
可
能
）

募
集
人
数　

初
級
８
人
、
上
級
５
人

テ
ー
マ　

自
由

発
表
時
間　

５
分
以
内（
原
稿
使

用
可
）

 

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ 

ｉ
ｎ 

Ａ
Ｗ
Ａ

　　

 

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者



232014年 8月号　

　
あ
る
年
、
日
照
り
が
続
い
て
、
安
房
の
国
中
が
大だ

い
き
き
ん

飢
饉
に
な
り
、

岩い
わ

糸い
と

の
久く

麦む
ぎ

で
も
納
め
る
年
貢
米
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
幸
い
に
も
、
名
主
の
家
へ
、
年
貢
米
を
納
め
る
よ
う

催
促
に
来
た
領
主
の
代
官
は
、
物
分
か
り
の
良
い
人
で
、「
今
年
は
、

大
飢
饉
だ
か
ら
、
減げ

ん

租そ

の
願
書
を
出
せ
ば
、
年
貢
米
の
量
を
減
ら
し

て
も
よ
い
」と
言
っ
た
の
で
す
。

　
名
主
の
家
へ
集
ま
っ
て
い
た
村
役
人
た
ち
は
、
大
喜
び
で
、
減
租

の
原
書
を
昼
近
く
ま
で
か
け
て
、
書
き
上
げ
ま
し
た
。

す
る
と
、
代
官
が
名
主
に
向
か
っ
て
言
い
ま
し
た
。

　「
キ
ュ
ウ
バ
ク
の
ハ
ン
を
出
し
な
さ
い
」

　
名
主
は
、
代
官
が
村
に
米
の
な
い
の
を
承
知
で
、
昼
食
に
旧

き
ゅ
う
ば
く

麦
の

飯は
ん

を
出
せ
と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
家
人
に
言
い
付
け
て
、
土

蔵
の
奥
か
ら
、
旧ふ

る

い
麦
を
出
し
、

炊
い
て
出
し
た
の
で
す
。

　
代
官
は
、
苦
笑
い
を
し
て
、

「
久く

麦む
ぎ

を
キ
ュ
ウ
バ
ク
と
読
ん

だ
の
が
誤
り
だ
っ
た
。
こ
の
願

書
に
押
す
印い

ん
け
い形（

判は
ん

）が
必
要
な

の
で
、
出
し
な
さ
い
と
言
っ
た

の
だ
」と
言
い
ま
し
た
。

第 100 話
生稲謹爾

「旧麦の飯」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

と
こ
ろ　

富
山
公
民
館

　

 

　

管
理
課

　
　
　

☎
33
―
１
１
０
２

　

き
れ
い
な
千
倉
漁
港
の
回

復
と
維
持
の
た
め
に
、「
千
倉
漁

港
周
辺
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
７
日（
日
）

午
前
８
時
か
ら

午
前
９
時
ま
で（
小
雨
決
行
）

受
付
場
所

　

千
倉
漁
村
セ
ン
タ
ー
前　

午

前
７
時
45
分
か
ら
ゴ
ミ
収
集
袋

を
配
付
し
ま
す
。

清
掃
場
所

　

千
倉
漁
港
周
辺
を
５
区
画
に

分
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
者
に
は
、
終
了

後
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
前
で
と
こ

ろ
て
ん
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

 

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
　
『
き
ず
な
』事
務
局　

　

☎
44
―
１
１
１
３

応
募
方
法　

発
表
内
容
を
日
本
語

で
４
０
０
字
程
度
に
要
約
し
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
市
民
課
、
県
南
総
文

化
ホ
ー
ル
受
付
に
あ
り
ま
す
。
県

南
総
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
24
日（
金
）

　
 

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

　
　
（
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
内
）　

　

☎
22
―
１
８
１
１

総人口（－60）
41,235人
男（－29）
19,754人
女（－31）
21,481人
世帯数（－17）
17,319世帯

出生 20人

死亡 49人

転入 60人

転出 91人

人口の動き
（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

（平成26年8月1日現在）

　

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の
耐
震

性
の
相
談
。
要
予
約
。

と
き　

９
月
３
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時

 

住
宅
耐
震
相
談

む
り
ょ
う
そ
う
だ
ん

イ
ベ
ン
ト

 

「
千
倉
漁
港
周
辺

　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　

を
実
施
し
ま
す



24 2014年 8月号

　

昔
か
ら
漁
民
信
仰
の
山
と
し
て
地
域
の
住
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た「
高
塚
山
」（
標
高
２
１
６
ｍ
）の
自
然
環
境
を

保
全
・
整
備
し
て
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
観
光
客
や
登

山
客
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
し
て
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
、
地
区
住
民
を
中
心
に「
高
塚
山
望
活
ク
ラ
ブ
」と
し

て
平
成
24
年
７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
各
地
区
か
ら
の
登
山
ル
ー
ト
の

整
備
や
マ
ッ
プ
作
成
を
は
じ
め
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
に

つ
い
て
も
太
平
洋
を
は
じ
め
、
富
士
山
や
東
京
湾
、
館

山
市
内
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
眺
望
の
復
活
や
、
観
光
客

を
対
象
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
機

能
的
な
交
流
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
七
浦
小
学
校
・
幼
稚
園
の
閉

校
・
閉
園
を
前
に
、
学
校
側
の
協
力
を
得
て
、
高
塚
山

の
山
道
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
桜
の
苗
木
の
記
念

植
樹
を
し
て
も
ら
い
、
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
夢
を
木

札
に
書
い
て
、
苗
木
に
ぶ
ら
下
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

将
来
、
植
樹
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
再
び
高
塚
山
に
登

り
、
七
浦
小
学
校
・
幼
稚
園
で
過
ご
し
た
日
々
を
思
い

出
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
塚
山
望
活
ク
ラ
ブ
」で
は
、
誰
も
が
親
し
み
を
持

て
る
高
塚
山
に
な
る
よ
う
に
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

高
塚
山
望
活
ク
ラ
ブ

　
　

 

代
表　

喜
多
見
敏
夫

　
　

 

☎
43
―
８
２
１
７

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
８
月
号

平
成
26
年
８
月
14
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
高
塚
山
望
活
ク
ラ
ブ
〜

代
表　

喜
多
見
敏
夫　

会
員
45
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

七浦小学校・幼稚園の閉校・閉園を前に
子どもたちによる桜の苗木の記念植樹を行いました。


